
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ささえあう ちいきの こうりゅう 

【令和 4年 10月吉日発行】 

 朝晩肌寒くなりすっかり秋めいてきました。ｗitｈコロナでの取組みはまだまだ続いていますが

各地域特色ある活動で活気に満ち溢れています。その中から今回は 4地区を紹介します。 

 

＜宮崎県社会福祉協議会会長表彰＞ 

区分：優良社会福祉地区 

 妻ケ丘地区社会福祉協議会 

 小松原地区社会福祉協議会 

 高崎地区社会福祉協議会 

＜都城市市長表彰＞ 

 区分：社会福祉功労団体表彰 

 姫城地区社会福祉協議会 

 横市地区社会福祉協議会 

 志和池地区社会福祉協議会 

 山之口地区社会福祉協議会 

 高城地区社会福祉協議会 

 

今年は、前半がフラワーアレンジメント、 

後半がスカットボール大会でした。 

前半では、思い思いに、好きなようにアレンジをして、皆

さんとっても素敵で美しい作品が誕生しました。後半は、

チーム対抗戦を行い、球を打つたびに、 

「あー！」「まっこち入らんもんじゃ！」「おしいっ！」 

「スカッとしないけど、楽しい！！」など賑やかな声が飛

び交いました。 

今回の参加者は、家族のために一生懸命、介護をされてい

る方々や民生委員の皆様。そんな皆さんが、少しでもリフ

レッシュして、地域でのつながりが保てる時間を目指し

て開催しました。   ＜大王自治公民館にて＞ 

 

横市地区を３つ（都原町、横市町・南横市町、蓑原

町）に分けた、自治公民館長と民生委員との意見交換

会を実施しました。地図を用いて、自治公民館長さん

や民生委員さんの自宅の場所の確認や、気になる人や

箇所等について話し合いました。見守りが必要な地域

住民の情報共有のほか、避難所の確認、土砂災害の危

険のある箇所、増水する箇所の確認等も行われまし

た。「知らない情報が多かった」「館長・民生委員の連

携が必要と感じた」などの声が聞かれました。今後も

横市のスローガンでもある、顔の見える地域づくりを

目指します！      ＜横市地区公民館にて＞ 

 

子どもだけではなく、地域も一緒に育ちましょうの

思いから実施されている子育ちサロンなかんごう。

「親子で七夕飾りを作ろう」をテーマに、7組の親子

に参加していただきました。 

中郷中学校のボランティアにも協力をいただき、飾

りの作成や飾り付けを実施しました。短冊には「クワ

ガタたくさんとりたい」「ケーキやさんになりたいで

す」など、思い思いの願いが書かれていました。最後

は参加者全員でお菓子を食べ、楽しい時間となりま

した。         ＜中郷地区公民館にて＞ 
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7月 20日（水）高崎小学校 3年生の子どもたちによ

る方言劇の発表会が行われました。 

地域の公民館長や民生委員の皆様をご招待し、「大きな

かぶ」や「かさこじぞう」などの素晴らしい方言劇を

披露しました。 

感染症予防のため部屋を分けリモートでつないで実施

したため、画面越しでの交流となりましたが、方言の

学習を通して交流を深めることができました。 

最後はお互いに「あいがとがした～！」と早速方言を

使ってあいさつをして終わりました。 

＜高崎小学校にて＞ 

 


